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共
通
幹
線
水
路
（
圧
力
隧
道

及
び
管
路
）
約
１
．
５
㎞
へ

分
水
さ
れ
、
田
畑
へ
と
供
給

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
分
水
口
か
ら
放
水
口

の
落
差
が
44
㍍
あ
り
、
水
の

勢
い
を
十
分
に
得
ら
れ
る
と

い
う
条
件
に
適
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
県
営
か
ん
が
い
排

水
事
業
に
て
水
力
発
電
所
が

建
設
さ
れ
、
平
成
元
年
か
ら

運
転
し
て
い
ま
す
。
昨
今
の

化
石
燃
料
資
源
の
枯
渇
化
、

地
球
温
暖
化
の
問
題
を
背
景

に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
小
水
力
発
電
は
全
国

的
に
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。愛

本
新
発
電
所
は
、
当
土

今
年
度
、
経
営
体
育
成
基

盤
整
備
事
業
若
栗
北
部
地
区

（
黒
部
市
）
が
事
業
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

当
地
区
の
用
排
水
路
は
、

昭
和
40
年
代
～
50
年
代
に
か

け
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業
荻

若
地
区
に
て
整
備
さ
れ
ま
し

た
が
、
老
朽
化
が
進
み
漏
水

等
で
維
持
管
理
に
多
大
な
労

力
を
費
や
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め

用
水
路
中
心
の
施
設
整
備
を

行
い
ま
す
。(

Ｈ
22
～
Ｈ
27)

【
農
村
整
備
課

農
地
整
備
第
二
班
】
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第
７
号

新 川 農 林 振 興 セ ン タ ー

黒
部
川
合
口
用
水

右
岸
沈
砂
池

78
年
ぶ
り
の
大
補
修
工
事
ス
タ
ー
ト
！

今
年
も
残
す
と
こ

ろ
、
後
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
現
場
に

行
く
時
は
晴
れ
て
い

て
ほ
し
い
と
思
い
な

が
ら
も
、
な
か
な
か

晴
れ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
ね

（
涙
）
。
雨
や
雪
が
降
り
寒

い
日
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

体
調
管
理
に
は
十
分
に
気
を

つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
太
陽
は
東
か
ら
昇
る
」

よ
う
に
、
新
川
は
常
に
本
県

農
業
の
先
導
的
役
割
を
担
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
先
人
達

が
英
知
を
結
集
し
て
創
出
し

た
美
田
と
、
全
国
に
名
声
を

は
せ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
安
定

栽
培
技
術
は
、
他
に
類
を
見

な
い
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ま

ず
、
見
渡
す
限
り
整
然
と
整

え
ら
れ
た
圃
場
は
、
か
つ
て

「
ザ
ル
田
」
と
言
わ
れ
、
冷

水
の
影
響
等
か
ら
米
の
生
産

量
は
10
㌃
当
た
り
２
５
０
㎏

程
度
の
低
収
地
帯
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
克
服
す
る
た

め
６
０
０
０
㌶
の
圃
場
を
10

黒
部
川
合
口
用
水
は
、
黒

部
市
、
入
善
町
、
朝
日
町
の

農
地
約
７
５
０
０
㌶
を
か
ん

が
い
す
る
県
内
屈
指
の
主
要

な
農
業
用
水
で
す
。

こ
の
合
口
用
水
は
、
黒
部

川
に
設
置
さ
れ
た
愛
本
堰
堤

よ
り
取
水
さ
れ
ま
す
が
、
水

に
は
土
砂
が
混
じ
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
土
砂
が
水
路
に
流

入
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
堰

堤
下
流
の
左
右
岸
に
沈
砂
池

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

沈
砂
池
は
昭
和
７
年
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
が
、
老
朽
化

に
よ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
の
劣
化
や
水
門
等
が
腐

食
し
、
維
持
管
理
が
困
難
な

年
の
歳
月
と
４
億
円
の
巨
額

を
投
じ
て
施
工
さ
れ
た
流
水

客
土
事
業
で
あ
り
ま
す
。

「
黒
部
の
太
陽
」
と
酷
似

し
た
壮
絶
な
戦
い
で
あ
り
、

圃
場
１
筆
毎
に
“
す
き
床
”

ま
で
掘
り
起
こ
し
、
木
樋
を

継
ぎ
足
し
均
一
に
泥
水
が
導

入
出
来
る
よ
う
に
苦
労
さ
れ

た
姿
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

そ
の
結
果
、
10
㌃
当
た
り
収

量
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

５
５
０
㎏
と
生
産
が
安
定
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
９
割
以
上

で
作
付
け
さ
れ
て
い
る
コ
シ

ヒ
カ
リ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

入
善
町
の
一
人
の
篤
農
家
が

「
農
業
用
水
の
恩
恵
を
再
認
識
」

県
内
各
地
か
ら
５
８
０
名
が
参
加

◎
「
第
6
回
と
や
ま
の
棚
田

写
真
展
」
広
報
展

■
開
催
日
…
1
月
11
日(

火)

～
1
月
25
日(

火)

■
開
催
場
所
…
入
善
町
ま
ち

な
か
交
流
施
設

う
る
お

い
館

◎
「
第
22
回
富
山
県
農
村
振

興
技
術
連
盟
写
真
展
」

■
開
催
日
…
2
月
7
日(

火)

～
2
月
10
日(

木)

■
開
催
場
所
…
魚
津
総
合

庁
舎
1
階

地
改
良
区
の
運
営
に
貢
献
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
現
代

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
自
然
環

境
に
配
慮
さ
れ
た
発
電
所
と

い
え
ま
す
。

当
土
地
改
良
区
管
内
は
、

黒
部
川
か
ら
見
る
と
段
丘
の

上
に
あ
る
台
地
で
、
農
民
は

水
不
足
で
稲
作
に
苦
労
し
て

き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
水

不
足
を
解
消
し
よ
う
と
、
十

村
役
の
伊
東
彦
四
郎
が
用
水

の
開
削
に
取
掛
か
り
、
享
和

２
年
（
１
８
０
２
年
）
に
水

路
が
完
成
し
ま
し
た
。
黒
部

川
か
ら
初
め
て
水
を
入
れ
た

日
、
日
が
暮
れ
て
き
た
が
水

が
流
れ
て
こ
な
い
と
、
民
た

ち
は
手
に
た
い
ま
つ
を
持
っ

て
水
を
迎
え
に
行
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
喜
び
を
後
世
に
伝
え

昭
和
36
年
に
新
潟
県
よ
り
種

子
を
持
ち
込
ん
だ
の
が
き
っ

か
け
で
あ
り
ま
す
。
当
時
、

質
よ
り
量
の
時
代
で
「
味
は

良
い
が
倒
れ
易
く
機
械
化
に

は
不
向
き
」
と
敬
遠
さ
れ
た

の
を
Ｖ
字
型
稲
作
理
論
と
結

び
つ
け
、
10
年
の
歳
月
に
よ

る
調
査
・
研
究
の
も
と
昭
和

47
年
に
念
願
で
あ
つ
た
県
奨

励
品
種
に
採
用
さ
れ
、
富
山

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
不
動
の
地

位
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
。
正

に
、
農
業
土
木
事
業
と
普
及

事
業
が
一
体
と
な
っ
て
成
し

得
た
偉
業
で
あ
り
、
今
後
と

も
、
こ
の
歴
史
に
学
び
農
業

者
と
関
係
機
関
が
一
体
と
な

っ
て
、
新
川
の
農
業
振
興
が

図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

新
川
は
本
県
農
業
の
羅
針
盤

愛
本
新
用
水
土
地
改
良
区

は
、
受
益
面
積
３
６
９
㌶
、

組
合
員
数
５
９
０
名
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。
黒
部
川
の
水

を
宇
奈
月
ダ
ム
か
ら
取
水
し

て
お
り
、
入
善
町
舟
見
、
黒

部
市
宇
奈
月
町
愛
本
新
な
ど

の
水
田
を
潤
し
て
い
ま
す
。

取
水
さ
れ
た
水
は
、
関
西
電

力
愛
本
発
電
所
の
水
槽
か
ら

よ
う
と
、
用
水
宮
（
天
満

宮
）
が
建
て
ら
れ
、
今
も
秋

に
な
る
と
大
た
い
ま
つ
を
奉

納
す
る
お
祭
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

先
人
が
大
切
に
築
き
上
げ

て
き
た
愛
本
新
用
水
を
守
っ

て
い
け
る
よ
う
、
用
排
水
路

等
の
農
業
用
施
設
の
維
持
管

理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
技
術
員

大
家

誠
】

愛
本
新
用
水
天
満
宮
の

松
明
祭
（
た
い
ま
つ

ま
つ
り
）

土
地
改
良
区
紹
介

愛
本
新
用
水
土
地
改
良
区

10
月
19
日
（
火
）
黒
部
市

宇
奈
月
国
際
会
館
セ
レ
ネ
に

お
い
て
、
「
と
や
ま
農
業
用

水
を
育
む
集
い2

0
1
0
i
n

黒

部
川
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
５
８
０
名
の
参

加
が
あ
り
、
午
前
は
、
土
地

改
良
区
の
知
事
表
彰
、
黒
部

市
内
の
小
学
５
，
６
年
生
で
結

成
さ
れ
て
い
る
「
く
ろ
べ
水
の

少
年
団
」
に
よ
る
活
動
発
表
、

タ
レ
ン
ト
の
大
桃
美
代
子
さ
ん

に
よ
る
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
午
後
は
、
愛
本
堰
堤
や
生

地
湧
水
群
な
ど
の
現
地
を
見
学

し
、
十
二
貫
野
湖
周
辺
で
は
参

加
者
全
員
で
記
念
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
参
加
者

の
９
割
か
ら
良
か
っ
た
と
の
回

答
が
あ
り
、
「
黒
部
川
の
偉
大

さ
、
先
人
の
素
晴
ら
し
さ
を
改

め
て
認
識
し
た
」
、
「
子
ど
も

達
や
大
桃
さ
ん
の
講
演
が
素
晴

ら
し
か
っ
た
」
、
「
同
じ
県
内

で
も
普
段
行
く
こ
と
が
な
い

所
を
説
明
付
き
で
見
学
で
き

て
と
て
も
良
か
っ
た
」
、

「
次
回
も
参
加
し
た
い
」
、

「

今

後

も

続

け

て

下

さ

い
」
、
「
お
弁
当
が
美
味
し

か
っ
た
（
食
彩
あ
さ
ひ
販

売
）
」
な
ど
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【
指
導
課

指
導
班
】

郷土の水環境について発表する「くろべ水の
少年団」

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
適
正
な
水
の
分
配
と
維

持
管
理
の
省
力
化
を
図
る
た

め
、
水
門
の
遠
隔
操
作
シ
ス

テ
ム
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
老
朽
化
が
進
み
修
理
が

困
難
な
状
況
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
安
定
的
な
農
業
用
水
の

供
給
と
維
持
管
理
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
総
額
約
10
億
円

を
投
じ
、
78
年
ぶ
り
に
大
規

模
な
補
修
工
事
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
右
岸
沈
砂
池
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
及
び
水

門
の
改
修
を
行
い
、
次
年
度

以
降
、
左
岸
沈
砂
池
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
補
修
、
水
門
改
修

及
び
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
の

更
新
を
行
う
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

※
右
岸
沈
砂
池
の
工
事
に
伴

い
、
今
後
は
３
月
中
に
10
日

間
ほ
ど
、
入
善
町
及
び
朝
日

町
の
一
部
で
農
業
用
水
が
断

水
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
農
村
整
備
課水

利
防
災
班
】

11
月
16
日
（
火
）
か
ら
、

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
黒
部
川
合
口
地
区
で
は
黒

部
川
合
口
用
水
の
右
岸
沈
砂

池(

黒
部
市
宇
奈
月
町
中
ノ

口
地
内)

の
補
修
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。

十
二
貫
野
湖
周
辺
で
記
念
植

樹
を
す
る
参
加
者

み ど り

開
催
告
知

愛
本
新
発
電
所

い
ま
す
。

【
黒
部
庁
舎南

保
技
術
次
長
】

イ
ベ
ン
ト
情
報

新
規
地
区
紹
介

若
栗
北
部
地
区

改
修
予
定
の
用
水
路
（
目
地
が

切
れ
漏
水
が
著
し
い
）

右
岸
沈
砂
池
全
景

改
修
の
た
め
、
取
り
外
さ
れ
た

入
口
制
水
ゲ
ー
ト

（
幅

約
４
㍍
、
高
さ

約
３
㍍
）

キトキトとやまを食べよう！

農業農村整備広報・広聴連絡会

～
農
業
用
水
を
育
む
集
い
～


